
【細施策シート】

5

年

度

要因分析

【必須】

人手不足を背景に企業の人材採用意欲が高まる中、離職者や正社員就職を希望する女性に対する職業訓練等を通じ

たスキル習得に取り組んだことにより、非就労者の就労につながり、目標達成に至ったものと考えられる。

改善の方向性

【必須】

様々な事情により現在就労していない方の就労を支援することによって、県内就労につながり、施策KGIである若者

の転出超過の縮減に貢献すると考えられることから、就労していない方の事情やニーズに対応しつつ、ものづく

り・デジタルスキル等、県内の企業ニーズに即したスキルの習得支援に引き続き取り組む。
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細 施 策 3-3 非就労者の就労化 施策KGI ②
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非就労者の就業率の向上

KGI種別 上がると良い指標 R  5  年  度

令和５年度　　事後評価シート
施策 3  若者が活躍できる環境の整備
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①県立高校の生徒の県内企業の認知度

　【基準値】46.2％（令和４年）【目標値】80％

②若者（15歳～29歳）の転出超過の縮減

　【基準値】3,830人（令和４年）【目標値】2,230人

〔参考指標〕若者が活躍できている社会になっていると思う県民の割合

　【基準値】19.6％（令和４年）【目標値】28％
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